
令和２年度 競技 記

時間 録

9 時 30 分 キックオフ 観衆 者

晴 強 人 良好 主審 副審

曇 風 弱 工 不良 A1

雨 無 芝 泥沼 A2

1 2

1 0

先 先

# 4 3 9 # 7 # 4 6 1 5 7

× ○ × × ○ ○ ○ × 3 4 ○ × ○ × ○ ○ × ○

選 手 名 選 手 名

分 3 1 ＧＫ ＧＫ 1 3 分

分 2 2 ＤＦ ＤＦ 2 1 2 80+2 分

分 2 3 ＤＦ ＤＦ 3 1 分

分 2 4 ＤＦ ＤＦ 4 2 分

分 1 5 ＤＦ ＤＦ 5 3 1 分

分 3 7 ＭＦ ＭＦ 7 2 * 2 分

60 分 2 8 ＭＦ ＭＦ 8 3 69 分

分 3 9 ＦＷ ＭＦ 9 3 1 74 分

分 2 15 ＭＦ ＭＦ 10 3 1 1 分

分 * 1 1 1 6 ＦＷ ＦＷ 11 2 1 分

分 * 1 2 11 ＭＦ ＦＷ 13 1 * 3 1 分

番 分 2 12 ＧＫ ＧＫ 20 2 分 番

番 分 3 10 ＤＦ ＤＦ 6 3 分 2 番

番 分 3 13 ＤＦ ＤＦ 12 3 分 番

番 分 2 18 ＤＦ ＤＦ 17 1 分 番

番 分 3 19 ＤＦ ＭＦ 15 1 分 8 番

番 分 3 16 ＭＦ ＭＦ 22 2 分 9 番

番 分 2 17 ＭＦ ＦＷ 14 3 分 番

8 番 分 2 20 ＭＦ ＦＷ 16 3 分 番

番 分 3 14 ＦＷ ＦＷ 18 2 分 番

小計 合計 合計 小計

番 延後延前後半前半 前半後半延前延後 番

分 6 7 Ｇ Ｋ 1 2 分

分 0 3 Ｃ Ｋ 3 2 分

分 1 0 直接 ＦＫ 1 6 分

分 1 0 間接 ＦＫ 2 0 分

分 0 0 Ｐ Ｋ 0 0 分

6 分 分 分

27 分 分 分

33 分 分 分

65 分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

（ ） （ ）

大阪高体連サッカー部 会場責任者 主審サイン

公 式 記 録
三宅　愛 相良　和樹

会
場 J-GREEN堺　S11

天
候

状
態

審
判

第４の審判員

大
会
名

８０分 大垣　胡桃

大阪高校総合体育大会〈女子の部〉
決勝リーグ 第1節 令和2年9月22日 (日)

相良　和樹　氏 竹田　央　氏 西村　康悦　氏

北村　成司　氏

第2試合

交代

時間 時間

kick off

追 手 門 学 院 高等学校 後半 大 阪 桐 蔭 高等学校

【チーム名】 kick off

2

前半

2

【チーム名】

背番号 背番号

PK戦

齋藤　美祐季 加藤　杏寿

学
　
年

シュート（得点者は＊印）

交代
延長後半 延長前半 後半 前半 前半 後半 延長前半

シュート（得点者は＊印）
学
　
年

背
番
号

位置
背
番
号 延長後半

森　早苗 水上　凜子

石川　真愛永 升田　莉子

堤　楓花 山元　麻由

島野　杏梨 東　瑞里

徳弘　海羽 彦阪　由依

小堀　奈緒 山下　朝子

交代

選手 選手

三浦　めぐ 前田　美海

山下　妃華 瀧口　愛梨

草水　胡桃 林　知奈

西尾　今日子 上田　安梨沙

大内　理桜菜 杉村　菜々子

吉川　渚 矢野　愛華

交代 太田　凪砂 片本　奈緒

冨江　満帆 大田　歩美

中内　花咲 寺岡　史菜

余根田　彩香 尾野　まりん

東　優希 徳本　千夏

竹内　しずく 橋本　結菜

梶　遙夏 東　凪

警・退 時間 氏　　名 事由 合計

1 2 3

チーム合計 合計 警・退 時間 氏　　名 事由

13 8 5シュート数

3 5

13 3

1 2

1 7

得
　
点

時間 チーム 得点者 アシスト 時間 チーム 得点者

0 0

アシスト 時間 チーム 得点者 アシスト

大阪桐蔭 片本　奈緒 林　知奈

追手門学院 太田　凪砂 徳弘　海羽

大阪桐蔭 升田　莉子

追手門学院 草水　胡桃 中内　花咲

　両チーム共に１－４－４－２のシステムで試合開始。序盤攻勢に出たのは桐蔭。両ワイドのスピードある攻撃と、長身⑪林の高さを生かし
た攻撃で追手門ゴールに迫る。前半早々６分に先制点を奪い勢いに乗る。一方の追手門はパスを繋ぎコンビネーションで攻撃を試みるが、桐
蔭の激しいプレスと攻から守の早い切り替えにゴール前まで行くことができない。だが、飲水タイムを挟んだ辺りから縦にパスが繋がり始め
コーナーキックから同点とする。その後は拮抗した展開だったが、桐蔭はアバウトなボールをゴール前に入れるとそれをゴールに押し込み３
３分に勝ち越す。後半、追手門は右サイドの⑮山下、トップの⑥草水にボールが集まり出し、チャンスを作っていく。桐蔭に押し込まれる
シーンもあったが６６分に同点とする。桐蔭は合計シュート数では大きく上回ったが、効果的な攻撃が出来ず、後半は追加点を奪えないまま
に２－２の引き分けで試合終了となった。順位決定の為のPKでは桐蔭に軍配があがった。追手門は押し込まれてはいたが、集中力の高いバッ
ク陣、攻撃は楔を入れ、複数が絡む攻撃でチャンスを作っていた。桐蔭は力強い攻撃は脅威だが、幅を使い、中央を崩すなど工夫があれば多
くの得点を奪えただろう。

戦評者氏名 都 浩 司 勤務先又は所属　 茨 木 高 校

交 代 要 員交 代 要 員


